
写真図版 51　古代の鉄製品１
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写真図版 52　古代の鉄製品２
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写真図版 53　鉄滓１
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写真図版 54　鉄滓２
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岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書
第 667 集
須原　拓・光井文行・澤目雄大

（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
〒020-0853　岩手県盛岡市下飯岡 11 地割 185 番地　ＴＥＬ（019）638-9001
2017 年３月３日

報 告 書 抄 録

03482 MG04－
2365

コード
市町村 遺跡番号

調査期間 調査面積

4,800 ㎡

調査原因

防災集団
移転促進
事業

北緯
  °′″

東経
  °′″

39 度
25 分
47 秒

2015.04.06
　～  　

2015.07.15

141 度
59 分
07 秒

ふりがな
所収遺跡

クク井遺跡
い

いわてけんしもへいぐん

やまだまちふなこしだい　ちわり

所収遺跡名

クク井遺跡

要約

種別

集落跡

鉄生産
遺跡

主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代前期後葉の大型住居を
伴う集落遺跡
縄文時代中期後葉の集落遺跡
平安時代の集落および
鉄生産（鍛冶）遺跡

縄文土器（前・中期）
石器

玦状耳飾り

土師器・須恵器・
羽口・カマド支脚・

鉄滓・鉄製品
（鉄斧など）

近世陶磁器
（遺構外）

竪穴住居跡８棟
土坑 17 基

竪穴住居跡３棟
鍛冶工房跡５棟

土坑 15 基
性格不明遺構（粘土採掘坑）１基

土坑２基
性格不明遺構１基

縄文時代
前期・中期

平安時代

近世以降

ふりがな
所収遺跡

岩手県下閉伊郡

山田町船越第６地割ほか

海から約 200ｍの船越半島西端に位置する、縄文時代・平安時代・近世以降の複合遺跡である。
縄文時代前期後葉（大木５式期）は丘陵斜面に大型住居を主体とする集落が展開し、中期後葉（大木８
ｂ式期）では竪穴住居跡１棟の小規模集落となる。また斜面下方に薄い包含層が確認され、上記の時期
のほか、前期前葉の土器も出土している。
平安時代では、カマドを有する竪穴住居跡のほか、鍛冶炉を付す鍛冶工房跡が５棟確認され、通常の集
落ではなく、鍛冶を行っていた鉄生産遺跡と考えられる。遺物では土師器・須恵器のほか、鉄生産関連
の遺物（鉄滓・羽口）が出土している。
ほかに近世の陶磁器片銭貨が出土している。
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